
災害情報研究会 H28 年度 第 3回議事録 

 

1. 日時 ：2016 年 6 月 17 日（金） 15:00～17:00 

2. 場所 ：BCAO 日本橋事務所 

3. 進行 ：市川座長（レスキューナウ） 

4. PC ：野田（アジア航測） 

5. 記録 ：副島（大林組） 

6. 出席者（６名：敬称略・順不同） 

   市川（レスキューナウ）、高橋（インフォコム）、野田（アジア航測）、 

   東根（建設環境）、中村（個人）、副島（大林組） 

 

7. 実施内容 

(1) 新しいメンバーの紹介 

 ・中村 譲治さん （個人） 

  

(2) 合宿の実施について 

 ・日程は 2016 年 8 月 1日（月）～2日（火）に決定（メールにて周知済） 

 ・参加費用は各自交通費および宿泊代・食事代（詳細はしおり参照のこと）  

 ・現時点での参加者：男性 6名、女性 2名 計 8名 

 

(3) アクションカードの編集作業 

■前回のペンディング事項の確認 

 a3 ：アクションフローの見直し →特に問題なし 

 a4  ：アクションフローのインプットに i10（安否回答）､ i13（現地被災状況） を

入れるか →入れないことになった。 

   ：アクションカードの確認にて、「災害対策本部要員リスト（未定義）」を議論 

→「災害対策本部要員」→「災害対策本部員」に修正 

→「災害対策本部員」に対して，i5 の「非常呼集対象者」は緊急対応チーム

のメンバーであることを確認 

→3.の入手方法欄の「本部員リスト」はマニュアルに含まれるので、「災害対

策マニュアル（災害対策本部員リスト）」とする 

■アクションカード A25「現地社員の点呼の実施」（前回の続き） 

＜アクションフローの見直し＞ 

・i10 （安否確認回答（点呼など））と i11 安否確認集計結果の違い 

→i10 は（点呼等による）個々の回答、i11 はそれを集計した情報 

・a25 のタイトルが「点呼の実施」となっているが、i10（点呼の回答）がそのインプ

ットとなっていること、夜間に発災した場合は必ずしも点呼で安否を確認しないこ

とから、タイトルを「現地社員の安否確認の実施」に変更する。（＝当初のタイトル

に戻す） →昼夜を問わず使えるアクションである（点呼も含む） 

→エクセルの災害情報項目、アクション項目も該当部分を修正する。 



・i59（現地災害対策本部員のスケジュール）について、「スケジュール」という文言

を「現状（安否・所在など）」に変更 

→i18（災害対策本部員のスケジュール）についても同様に変更する 

→i59 が関係する a30、a34、a37、また i18 が関係する a6、a12 のアクションフロー・

アクションカードも該当部分を修正する。 

→エクセルの災害情報項目、アクション項目も該当部分を修正する。 

＜アクションカードの作成＞ 

・見直したアクションフローに従い、アクションカード A25 を作成 

■その他 

・a29 ：現地災害対策本部の設置 のアクションカード化の際には、災害対策本部側

の対応部分である a4「対策本部員の招集」を参照すること。 

 

8.次回研究会 

・日時：平成 28 年 7 月 15 日（金）15：00～17：00 

・場所：BCAO 日本橋事務所 

・議題：アクションカード A-26 以降の編集作業を実施 

 

以 上 


